










結語 

1)周産期センターでは、母体搬送例が増加しているが、その主な搬送形態は緊急胎児搬送

である。 

2)その結果周産期センターにおける NICU 入院児は、院内出生の超未熟児・極小未熟児が増

加しつつある。 

3)大阪府立母子医療センターにおけるNICU 入院児は、日勤帯・夜勤帯別にみると、4:6 の

割合で夜勤帯が多い。入院児中に院内出生児の占める割合を出生体重別にみると、体重の

小さいものほど、日勤帯・準夜帯・深夜帯の区別なく同一比率で入院している。 

4)周産期センターにおいて 365 日 24 時間の医療体制をとる場合、医師・看護婦の勤務体制

と配置および活用に関しては、医療の進歩に準じた新しいシステムを実現する必要にせま

られている。 


